
ジュニア選手海外派遣支援事業（令和８年度 YAOP実施予定競技団体一覧） 

競技団体 派遣地域 内容 

１ スケート アメリカ 

（ソルトレイクシティ） 

・ジュニア選手２０名程度 

・約３週間（夏季休業に実施） 

・標高1,100mにある高速リンクにおいて、スポー

ツテックを活用したトレーニング 

２ スキー 中国 

（張家口市）  

・ジュニア選手１０名程度 

・約３週間（秋期から冬期に実施） 

・国内ではゲートトレーニング不可の時期の早期練習 

・全日本ナショナルチーム、海外チームとの合同練習 

３ 水泳（競泳） 

 

オーストラリア 

（ゴールドコースト）  

 

・ジュニア選手２０名 

・１１日間（冬季休業に実施） 

・海外の強豪チームとの試合や練習・交流を通して、他国

の革新的なトレーニング方法、高いレベルの技術や戦術を

体感し、競技力の向上につなげる。 

  水泳（水球） ハンガリー 

（ブタペスト） 

・ジュニア選手１５名程度 

・６日間（冬季休業に実施） 

・海外強豪チームと試合をすることで、実践的な経験を積

み、競技力向上を目指す。 

４ サッカー 韓国 ・ジュニア選手３７名 

・４日間（春季休業に実施） 

・国際経験を積むことで、サッカー選手としての技術だけ

でなく「国際的視野」を獲得する機会を提供する。 

５ テニス オーストラリア 等 ・ジュニア選手数名程度 

・２週間程度 

・アジアトップツアーや全豪オープンジュニアチャレンジ

し、世界レベルのテニスに触れる。 

６ 自転車 ベルギー ・ジュニア選手２名 

・１週間程度（夏季を予定） 

・トッププロへの登竜門として確立されている世

界の舞台へ挑戦するプロジェクトに参加する。  

７ 陸上競技 タイ ・ジュニア選手○○名 

・１週間程度（１２月下旬） 

・日本のシニア選手の課題である「世界の壁」を、育成年

代から味わい、高い目標を持ちトレーニングに取り組むき

っかけづくりにする。 

８ フェンシング 韓国 ・ジュニア選手２０名 

・３日間（９月予定） 

・韓国の荒削りながらもスピードのある攻撃と剣の強さを

体感し、国際大会での戦略構築に役立てる。 

・指導者も韓国の指導方法に触れる機会となる。 

 


